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資料 1
令和５年５月１５日 

都 市 整 備 部 都 市 交 通 輸 送 計 画 担当 

 

（仮称）江東区臨海部都市交通ビジョンについて 

 

１ 趣旨 

 区は、昨年３月に策定した「江東区都市計画マスタープラン 2022」において、

三つの重点戦略を位置づけており、その一つである「未来の臨海部のまちづくり」

では、スポーツ・テクノロジー・自然が共生する湾岸軸の形成を掲げ、臨海部の

アクセス性や回遊性を向上させるために交通網の充実に取り組むとしている。 

 そこで、本地域の交通網充実に向けた区の考え方を示すものとして、臨海部に

おける都市交通のあり方等をまとめる都市交通ビジョンを策定する。 

 

２ 都市交通ビジョンの概要 

（１）策定目的 
・都市交通ビジョンは、上位計画である「江東区都市計画マスタープラン

2022」の重点戦略２「未来の臨海部のまちづくり」を推進するために策定

する。 
・策定した都市交通ビジョンは、関係機関や交通事業者等と共有し、臨海部

における多様な移動手段の導入等を推進する。 
（２）策定方法 

・策定にあたっては、交通施策に知見のある民間事業者に策定支援業務委託

を行うとともに、都市計画マスタープラン推進会議において学識経験者の

意見を聴取し内容に反映する。 
（３）構成イメージ 

・臨海部における都市交通の課題等 
の整理 

・臨海部における都市交通のあり方 
（将来像） 

・将来像の実現に向けた方針や取組み 
 
３ スケジュール（予定含む） 

 令和５年４月２８日 委託事業者の公募 

（プロポーザル方式） 

     ７月    委託事業者の決定 

 令和６年３月    策定 

 

出典: 江東区都市計画マスタープラン 2022 



【図３：コミュニティサイクルのサイクルポート】【図２：路線バス・BRTの走行路】【図１：鉄道ネットワーク】

４ 臨海部のまちづくり及び都市交通に関する整理

「未来の東京」戦略

東京ベイeSGまちづくり戦略2022

（１）主な上位・関連計画（臨海部の将来像）

（２）臨海部を取り巻く都市交通の現状

東京ベイeSGプロジェクト
【臨海副都心】

StepⅠ（2021〜2030）空間的広がりを活かしたデジタル都市

StepⅡ（2030〜2050）デジタル×イノベーション都市

StepⅢ（2050以降） 世界に先駆けた22世紀型の未来都市

【中央防波堤・新海面処分場】

StepⅠ（2021〜2030）テクノロジーの巨大実装エリア

StepⅡ（2030〜2050）スタートアップの集積拠点「StartupVillage」

StepⅢ（2050以降） 世界の玄関口として人々が交流する「海と緑と調和した都市」

※江東区データブック2022等を基に作成 ※ドコモ・バイクシェアコーポレートサイトを基に作成

整合

発 展

江東区都市計画マスタープラン2022

【南部地区西：豊洲・有明・東雲・青海】

高度な都市機能を充実させ、新たな価値を創造する市街地

【南部地区東：塩浜・潮見・枝川・辰巳】

土地利用転換の誘導による快適でにぎわいのある市街地

【湾岸地区：新砂・夢の島・新木場と港湾・ふ頭地区（若洲・その他臨港地区）】

産業・物流機能、スポーツ・レクリエーションが調和する市街地

江東区オリンピック・パラリンピックまちづくり基本計画

【有明北・有明南・豊洲地区】 【辰巳・夢の島・新木場地区】 【若洲・中央防波堤地区】

国際居住・観光ゾーン スマートな環境エネルギーゾーン オアシスゾーン
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